
臍ヘルニア・鼠径ヘルニアとは

≪治療≫
◆外科手術
嵌頓になり緊急手術になる場合、または嵌頓にならないうちに予防的に整復を行う場合とがあります。
ヘルニア輪（穴）を探し出し、辺縁を切除した後、溶けない糸で縫合します。穴が大きい、または縫合する筋
肉が薄い場合には、縫合しても再度穴が開いてしまうこともあります。
また、嵌頓になり腸などが壊死してしまった場合には壊死部分の切除が必要になることがあります。

オノデラ動物病院

≪症状≫
通常、飛び出している脂肪や臓器も指で押せば元の位置に戻りますが指を離すとまた出てきます。
その状態では症状はありませんが、戻らなくなる「嵌頓（かんとん）」状態になってしまうと、飛び出してい
る臓器の血流が悪くなり、壊死してしまうため緊急手術が必要になります。
ヘルニア部の色が悪くなる、痛み、熱感などが見られる場合、すぐにご相談ください。

≪原因≫
ほとんどは先天的なもの（生まれつき）であるため、ペット保険の補償対象外になることも多いです。
交通事故などで後天的に発生することもあります。

「ヘルニア」とは臓器や組織が正常な位置から飛び出している状態をいいます。
臍ヘルニアでは腹壁の真ん中（おへその部分）、鼠径ヘルニアでは足の付け根の部分の筋肉が、本来ならば
閉じているのに一部開いているために脂肪や内臓が脱出しています。
穴が大きい場合、鼠径ヘルニアでは膀胱や子宮などが脱出することもあります。
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